
１． はじめに
近年コンピュータがハードウエア・ソフトウエアの両面

において急速にその性能を向上させている．また同時に数
年前では考えられないような価格の低下も進んでいる．こ
のような環境下でコンピュータの利用が様々な面で進んで
いるものと考えられる．その一つが講演や報告，その他で
行われるプレゼンテーションであろう．プロジェクタの普
及やプレゼンテーションソフトの使用者が増大することに
よりコンピュータの利用したプレゼンテーションが行いや
すくなりプレゼンテーションの中味も多様化が図られてい
る．それに伴い学会などで行われているプレゼンテーショ
ンの方法も徐々に変わりつつある．
本研究では，現在のプレゼンテーションのあり方および

次世代のプレゼンテーションはどのようなものになると考
えられるかについてまず概説を行う．次世代のプレゼンテ
ーションにおいては大容量のデータをプレゼンテーション
の場で加工することが特徴の一つとなるがそのデータの蓄
積や転送を満足に処理するにはハードウエアやネットワー
クなど多くの課題を克服しなければならない．その問題解
決するまでの間に代替メディアとしての候補の一つがCD-
ROMであろう．CD-ROMには大容量，低価格，持ち運びの
行い易さなど多数の特徴がある．そこで本研究ではその次
世代のプレゼンテーションにおいてCD-ROMが重要な位置
を占めるものと考えられるが，CD-ROMの役割を考察する．

２． 次世代型プレゼンテーション
現在，学会などで行われているプレゼンテーションの形

式は，従来行われてきたOHPを使用する方法からコンピュ
ータを利用した方法へと移行しつつある．その理由として
は，コンピュータの急速な進歩，優れたプレゼンテーショ
ンソフトの出現，形態端末機の性能の向上により，モバイ
ルコンピュータの所有者の増加，学会においてプロジェク
タを設置することが多くなったことなどが挙げられる．
これまでのプレゼンテーションではスライドやOHPが使

用されてきた．コンピュータを利用したプレゼンテーショ
ンでの最初の段階としてはこれらの代替としての利用が考
えられる．すなわちスライドやOHPの原稿を作成するには
現在多くの場合コンピュータにより作成されているわけだ
がそのまま原稿を他メディアに出力するのではなくコンピ
ュータから出力すればよいのである．この利用方法ではふ
んだんにカラーが使用可能なので説得力のある原稿が作成
されたり，原稿の変更などをプレゼンテーションを行う間
際まで訂正可能であるといったメリットがある．
次の段階としてはこれまでのOHPやスライドでは掲載で

きなかったような情報をプレゼンテーションで使用するこ

とが容易となる．すなわち音声や動画が使用可能である．
アニメーションなども利用可能であるし発表者がいなくて
もファイルさえあれば発表が行えるような場合も想定でき
る．
さらに続く世代でのプレゼンテーションでは次の２つの

プレゼンテーションのあり方が考えられる．すなわちパワ
ープレゼンテーションとネットワークプレゼンテーション
である．それらを利用したプレゼンテーションの概念図を
Fig. 1に示す．

それまでのプレゼンテーションにおいてはすでに行って
いる結果を利用してすでに用意された方法で結果を表示し
ていたのに対してパワープレゼンテーションでは発表を行
っている最中に結果を作成したり表示方法を変化させたり
することが特徴となる．例えばFig. 2で示すような結果を表
示するのではなく解析を実際に行っている様子を示すよう
なものとなる．表示方法も例えば質問の内容に応じて示す
データの表示させる向きを変えたりレンジを変えたりして
表示方法を変更するのである．
一方ネットワークプレゼンテーションはネットワークを

介して会場には存在しないデータを利用する．これは持ち
運びの点だけに問題があるのではなく，多量なデータを用
意しておくことで会場の雰囲気や質問に応じて示すデータ
の選択の幅を広げることが可能となる．そこではプレゼン
テーションだけでなくて出版やwebと密接に繋がっていく
ものと考えられる．例えば，発表したらすぐに自分のweb
pageに掲載したりプレゼンテーションの会場でweb pageの
データを利用したりすること，講演論文集やプレゼンテー
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Fig. 1: Overview of next generation type presentation
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ションとのリンクなどもかんがえらえる(1)．
そこではただ単に用意したスライドを示すだけではない

ため考えられるプレゼンテーションの画像としてはFig. 3に
示すようなスライドと各種媒体にアクセスできるようなア
イコンからなっていくようになるものと予想される．すな
わちコンピュータそのものの作業をプレゼンテーションに
て示すこととなり，こういった意味でも計算力学に関連す
るビジュアライゼーションソフトやCAEアプリケーション
は重要となるであろう．

３． CD-ROMを利用したプレゼンテーション
このように次世代のプレゼンテーションではパワープレ

ゼンテーションとネットワークプレゼンテーションが考え
られる．しかしながら，パワープレゼンテーションでは大
規模なデータが問題となる．すなわちその場で処理しなけ
ればならない情報が非常に多い場合には時としてはハード
ディスクに格納できない場合があるものと考えられる．
ネットワークはローカルでは急速に早くなると考えられる
がインターネットは早くなれば早くなるだけ使用者と情報
量が多くなってしまい結局劇的なスピードの向上は期待で
きない．よってローカルな場所でのネットワークの利用は
今後有効であると考えられるが，インターネットでの情報
交換ではまだまだ克服しなければならない問題が多いよう
である．
このような問題に対して有効であると考えられる一つの

方法がCD-ROMを利用する方法である．CD_ROMの特徴と
しては
１）大容量
２）安い
３）ハードディスクに情報が残らない

４）持ち運びに便利
５）各種OSでの読み取りが可能な統一した規格が存在する
６）保存に場所をとらない
特に最近はメディアの価格が非常に安い上に大容量である
ことと持ち運びに便利であること，例えば会場に設置され
たコンピュータに携帯したデータが残らないなどといった
メリットは非常に学会などの講演会でのプレゼンテーショ
ンの際の利用に向いていると考えられる．
本計算力学講演会では講演論文集の付録としてCd-ROM

の配布を行っている．通常CD-ROMの作成は講演論文集の
代替となるものとして作成される．しかしながらそこには
１）講演会会場で原稿を参考にすることができないため非
常に不便である

２）ただ単に講演論文集の代替としてではCD-ROMの作成
のメリットがない

３）講演論文集の形式の移行ではCD-ROMの大容量性と安
価という特性が発揮されない

などといったようにCD-ROMの利点が有効に活用されてい
ないためそれほど有益なものが作成されていなかった．そ
れに対して本講演会では次のような特徴をもつCD-ROMが
作成されている．
１）講演論文集にはのせることができなかったようなカラ
ーや動画のデータ

２）講演論文集の論文の枚数制限により十分に説明できな
かった

３）講演の際に使用するデータの掲載
４）講演には直接関係ないが関連するデータ
５）ホームページなどの紹介
これらのデータを掲載することにより
１）講演論文集の欠点を補う
２）講演の際に使用する
３）講演論文集だけでなく講演後にも有効に利用できるデ
ータが掲載される

これにより講演会の開催期間中および終了後も有効にCD-
ROMが活用されるものと思われる．

４． おわりに
現在のプレゼンテーションと次世代型のプレゼンテーショ
ンの一つの形について概略した．またその中でどのように
CD-ROMが使われて行くかを考えるために CD-ROMの利点
をまとめ本講演会の付録として作成されたCD-ROMの概要
についても触れた．
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